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チーム医療における摂食・嚥下障害認定看護師の役割

工藤 紘子



チーム医療における
�摂食・嚥下障害看護認定看護師としての役

割

摂食・嚥下障害看護認定看護師？

摂食・嚥下障害看護認定看護師？

期待される能力期待される能力

－ 93 －



２６年度　実践内容 NSTにおける役割と活動内容

NST摂食嚥下サポートチーム NST摂食嚥下サポートチーム

NST依頼⇒一覧で確認⇒回診 介入評価

－ 94 －



 NST依頼件数…NST処方箋は10件/月程度と
少ない

治療に伴う食事形態や経腸栄養の管理が多い

巡回すると実は嚥下機能に関する問題であることが
少なくない

問題点が明確化され、早期より介入できる
アセスメントツール(NST処方箋)の活用

 急性期病院であり平均在院日数 2週間前
後

リハビリや療養のための転院が多くなる

食事形態が施設によって異なる。
水分のとろみ、摂食条件の情報提供が必要。

食事形態の地域連携と継続した摂食嚥下リハビリを
つなげて「食べる」支援の情報共有

介入評価　それぞれの立場から

NSTチームでの今後の課題 NSTチームでの今後の課題

嚥下評価

－ 95 －
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